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令和 8 年 3 月 17 日(火)～6 月 13 日(土) 

広島県立文書館収蔵文書展 

 広島県の鉄道のあゆみⅢ 
 

は
じ
め
に 

 

広
島
県
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
路
線
と
し
て
敷
設

さ
れ
た
芸
備
線
は
䣍
大
正
年
間
に
芸
備
鉄
道
の

路
線
と
し
て
敷
設
が
始
ま
り
䣍
岡
山
県
の
備
中

神
代
か
ら
敷
設
が
始
ま
䣬
た
国
鉄
三
神
線
䥹
工

事
線
名
は
䣓
三
新
線
䣔䥺
と
昭
和
十
一
年
䥹
一
九

三
六
䥺
十
月
十
日
に
つ
な
が
り
䣍
翌
年
七
月
一

日
に
䣍
国
鉄
䣓
芸
備
線
䣔
と
な
り
ま
し
た
䣎 

 

戦
後
は
準
急
・
急
行
な
ど
の
優
等
列
車
が
行

き
交
う
路
線
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
が
䣍
備
北

の
山
間
部
を
走
る
路
線
は
䣍
過
疎
化
の
進
行
に

伴
䣬
て
利
用
客
が
著
し
く
減
少
し
䣍
そ
れ
と
と

も
に
利
便
性
も
失
わ
れ
䣍
今
で
は
全
国
屈
指
の

赤
字
ロ
䤀
カ
ル
線
と
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

令
和
六
年
䥹
二
〇
二
四
䥺
一
月
十
二
日
に
は
䣍

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
が
䣍
芸
備
線
備
後
庄

原
䦅
備
中
神
代
間
の
存
廃
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
沿

線
自
治
体
が
話
し
合
う
た
め
の
再
構
築
協
議
会

の
設
置
を
決
定
し
䣍
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
䣎  

 

今
回
の
収
蔵
文
書
展
で
は
䣍
今
ま
さ
に
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
芸
備
線
を
テ
䤀
マ
に
取
り

上
げ
䣍
路
線
の
敷
設
過
程
や
優
等
列
車
の
往
来

で
賑
わ
䣬
た
時
代
の
様
子
䣍
車
輛
や
沿
線
風
景

を
紹
介
し
ま
す
䣎
ま
た
䣍
沿
線
地
域
の
歴
史
に

も
焦
点
を
当
て
䣍
た
た
ら
製
鉄
や
畜
産
・
林
業

等
で
栄
え
た
時
代
の
古
文
書
も
紹
介
し
ま
す
䣎 

 

芸
備
線
に
関
す
る
収
蔵
資
料
と
し
て
䣍
広
島

県
立
文
書
館
で
は
䣍
広
島
県
を
代
表
す
る
鉄
道

史
家
・
長
船
友
則
氏
の
収
集
資
料
を
所
蔵
し
て

お
り
䣍
そ
の
中
か
ら
写
真
を
は
じ
め
多
数
の
資

料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
䣍
近
世
近
代
の
沿
線

地
域
の
様
子
を
記
し
た
歴
史
的
文
書
も
紹
介
す

る
こ
と
に
し
ま
す
䣎 

さ
ん
し
ん 

び
䣬
ち
䣮
う 

こ
う
じ
ろ
う 



 

 

 
 

芸
備
線
の
成
り
立
ち 

⍐
芸
備
鉄
道
の
創
立
と
全
通
・
国
有
化
⍐ 

 

芸備鉄道本社（左）と東広島駅 大正4 年『芸備鉄道案内』  200407-2440 

 芸備鉄道の東広島駅と山陽線の広島駅との間は約500ｍ離れており、

当時は徒歩で移動していたが、大正15年（1926）1月21日に広島駅へ

の旅客乗り入れが実現し、東広島駅の旅客扱いは廃止された。 

 

神
戸
か
ら
西
進
し
た
山
陽
鉄
道
が
䣍
日
清
戦
争
直
前
の
明
治
二
十
七
年
䥹
一
八

九
四
䥺
六
月
十
日
に
広
島
ま
で
開
通
し
ま
し
た
䣎
こ
れ
を
機
に
䣍
次
第
に
瀬
戸
内

沿
岸
部
と
内
陸
・
山
陰
方
面
と
を
結
ぶ
鉄
道
の
建
設
が
構
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
䣎
明
治
四
十
三
年
䥹
一
九
一
〇
䥺
の
軽
便
鉄
道
法
の
公
布
に
よ
る
全
国
的

な
民
営
鉄
道
建
設
の
流
れ
を
受
け
て
䣍
同
年
に
宮
中
顧
問
官
の
佐
藤
正
ほ
か
七
名

が
発
起
人
と
な
䣬
て
䣓
芸
備
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
䣔䥹
資
本
金
二
六
〇
万
円
䥺
が
計

画
さ
れ
ま
し
た
䣎
旅
客
輸
送
だ
け
で
な
く
䣍
県
北
の
豊
富
な
農
林
産
物
や
鉱
物
資

源
の
陰
陽
連
絡
輸
送
を
見
込
み
䣍
ま
ず
は
広
島
䦅
三
次
間
の
鉄
道
敷
設
が
出
願
さ

れ
䣍
免
許
を
得
ま
し
た
䣎
明
治
四
十
五
年
䥹
一
九
一
二
䥺
四
月
に
創
立
総
会
が
開

か
れ
䣍
社
名
を
䣓
芸
備
鉄
道
株
式
会
社
䣔
と
し
䣍
社
長
に
双
三
郡
三
良
坂
村
出
身

の
貴
族
院
議
員
・
和
田
彦
次
郎
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
䣎 

芸備軽便鉄道株式会社線路図（左）  200407-3357 

 芸備鉄道の敷設が始まる前の「芸備軽便鉄道」時代に

作成された線路予定図。三次以北は、山陰へ結ぶ道路が

描かれており、陰陽連絡路線の意図が伺える。 

なお、この地図では、山陰線が出雲今市駅（現出雲市駅）

まで開通している。同駅の開業は明治43 年（1910）10

月 10 日。その後、出雲大社へ向けて大社線が建設され

たが、大社線の完成は明治45 年（1912）6 月1日であ

り、この線路図はそれ以前に作成されたもの。 

げ 

い 
 

び 
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両山及大社鉄道線路略図  （明治29 年）     200611-67 

 大社両山鉄道は、島根県の杵築（出雲大社）や鳥取県の

米子と広島を結ぶ鉄道路線として構想された。広島から備

後西城までは、かなり芸備線の路線と重なる。芸備線の路

線は、芸備鉄道株式会社の創立より15年以上も前に、陰陽

連絡線の一環として構想されていたことが分かる。 

 

日
清
戦
後
の
一
時
的
な
好
景
気
を
背
景
に
䣍
民
営
で
の
鉄
道
敷
設
を
目
指
す
動
き
が
全
国
的
に
高
ま
り
䣍
明
治
二
十

九
年
䥹
一
八
九
六
䥺
六
月
に
は
䣍
広
島
と
島
根
県
の
杵
築
や
鳥
取
県
の
米
子
を
結
ぶ
䣓
大
社
両
山
鉄
道
䣔
が
創
立
さ
れ

ま
す
䣎
こ
の
鉄
道
は
䣍
芸
備
鉄
道
の
沿
革
の
中
で
䣓
大
社
両
山
鉄
道
ノ
企
業
ニ
胚
胎
シ
䣔䥹䣕
日
本
鉄
道
史
䣖
下
巻
䥺
と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
䣍
芸
備
線
の
起
源
と
も
い
う
べ
き
計
画
で
し
た
䣎 

 

明
治
二
十
六
年
䥹
一
八
九
三
䥺
七
月
に
広
島
䦅
三
次
間
で
計
画
さ
れ
た
当
初
は
䣓
芸
雲
鉄
道
䣔
と
称
し
䣍
翌
年
一
月

に
三
次
䦅
松
江
間
と
合
わ
せ
て
沿
線
有
志
の
協
議
が
整
䣬
た
際
に
は
䣓
陽
陰
鉄
道
䣔
と
称
し
ま
し
た
䣎
さ
ら
に
同
年
十

二
月
に
創
立
委
員
を
選
定
し
て
仮
免
状
下
付
の
請
願
書
を
提
出
し
た
際
に
は
䣍䣓
両
山
鉄
道
䣔
と
改
称
し
ま
し
た
䣎 

 

明
治
二
十
九
年
䥹
一
八
九
六
䥺
六
月
に
は
䣍䣓
大
社
鉄
道
䣔
と
合
併
し
て
䣓
大
社
両
山
鉄
道
䣔
と
な
り
ま
す
が
䣍
不

況
の
影
響
を
受
け
て
䣍
明
治
三
十
一
年
䥹
一
八
九
八
䥺
十
二
月
に
解
散
し
䣍
こ
の
計
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
䣎 

大社両山鉄道株式会社仮定款（上） 

両山及大社鉄道線路略図（右） 

明治29 年（1896）6 月 

198814-398 / 200611-67 

芸備鉄道本社と東広島駅  大正15 年1 月『最新広島市街地図』 200407-847 

 芸備鉄道本社と東広島駅は、現在の荒神陸橋北側の東方にあった。 

た
だ
し 

ふ
た
み 

み
ら 

さ
か 

た
だ
し 

き
づ
き 

た
い
し
䣭
り
䣯
う
ざ
ん 



 

 

 

芸
備
鉄
道
は
䣍
大
正
二
年
䥹
一
九
一
三
䥺
十
二
月
十
三
日
に
䣍
下
深
川
停
車
場
予
定
地
で
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎

同
四
年
䥹
一
九
一
五
䥺
四
月
二
十
八
日
に
は
䣍
本
社
の
あ
る
東
広
島
駅
䥹
現
広
島
貨
物
タ
䤀
ミ
ナ
ル
付
近
䥺
か
ら
志
和

地
駅
ま
で
が
開
通
し
䣍
六
月
一
日
に
は
三
次
駅
䥹
現
西
三
次
駅
䥺
ま
で
延
伸
開
通
し
ま
し
た
䣎 

 

大
正
九
年
䥹
一
九
二
〇
䥺
七
月
十
五
日
に
は
䣍
東
広
島
駅
と
広
島
駅
の
間
が
結
ば
れ
䣍
広
島
駅
と
芸
備
鉄
道
を
結
ぶ

貨
物
輸
送
が
始
ま
り
ま
し
た
䥹
旅
客
輸
送
は
大
正
十
五
年
一
月
二
十
一
日
開
始
䥺䣎
そ
の
後
三
次
か
ら
先
の
庄
原
線
の

敷
設
工
事
が
行
わ
れ
䣍
大
正
十
二
年
䥹
一
九
二
三
䥺
十
二
月
八
日
に
は
備
後
庄
原
ま
で
の
区
間
が
開
業
し
ま
し
た
䣎 
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芸備鉄道中三田～志和口間  「轟ヶ瀬」（轟の瀬）  

大正4 年『芸備鉄道案内』  200407-2440 

 現在の上三田駅の南方、三篠川の流れが西か

ら南へ転じる地点にあり、今も岩盤が露出する

特徴的な河川景観を見せている。 

芸備鉄道を走ったガソリン客車（ガソリンカー） 

「半鋼製四輪ボギー瓦斯倫気動車」 200407-3357 

 乗合自動車の進出に対抗するため、昭和 4 年

（1929）3 月 20 日に「レールを走る自動車」の

キャッチフレーズで導入された車両。以後、ガソ

リン客車専用の簡易停留場を増設し、サービス向

上を図っていったが、戦時体制におけるガソリン

不足のため、昭和16年（1941）8月10日、ガソ

リン客車による旅客輸送は廃止された。 

鉄道省 『鉄道停車場一覧』（昭和12 年10 月1 日現在） 

   200407-3567 

 左端に○客と表示された駅はガソリン客車専用の簡易停留場。

昭和16年（1941）のガソリン客車全廃を受けて一旦全て廃止さ

れたが、一部の停留場はその後復活した。なお、営業開始年月

日の表記うち、白木山は昭和5年（1930）1月1日、玖村は大

正5年（1916）4月15日の誤り。 

備後十日市駅構内 

昭和戦前期   200407-1697 

 昭和5年（1930）元旦、十日市

駅として開業し、同8年（1933）6

月1日に備後十日市駅に改称。そ

の後、昭和29年（1954）12月10

日に改称して三次駅となった。 

雲芸鉄道将来に対する参考（右）    大正13年8月    200407-3357 

 芸備鉄道の中村峰夫社長（大正13年5月5日就任）が発起人となった雲芸鉄道株

式会社の創立趣意と、営業成績見込の参考として芸備鉄道の大正 8～12 年（1919～

1923）の実績を記したもの。 

 芸備鉄道はこの前年に備後庄原まで延伸開通していたが、陰陽連絡線の実現に向

けては、乗合自動車の発達や伯備線の全通といった動きに押されていた。雲芸鉄道

は、芸備鉄道三次駅を接続駅として、島根県の出雲今市から広島までを結ぶ陰陽連

絡の一翼として構想された。しかし、昭和7年（1932）12月12日に出雲今市～出雲

須佐間が開業しただけで、この陰陽連絡路線も実現しなかった。 

うんげい 

す さ 

なかみた しわぐち とどろき 

みささ 

し
も
ふ
か
わ 

かみみた 

ガ ソ リ ン 

しらきやま く むら 



 

 

 
 

 
昭
和
期
に
入
る
と
䣍
伯
備
線
の
備
中
神
代
駅
を
起
点
と
し
て
䣍
鉄
道
省
三
新
線
䥹
三
次
䦅
新
見
間
の
工
事
線
名
䣎

開
通
後
は
䣓
三
神
線
䣔䥺
の
敷
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
䣎
昭
和
五
年
䥹
一
九
三
〇
䥺
二
月
一
日
に
備
中
神
代
䦅
矢

神
間
が
開
業
䣍
十
一
月
二
十
五
日
に
は
矢
神
䦅
東
城
間
が
開
業
し
ま
し
た
䣎 

 

一
方
䣍
芸
備
鉄
道
で
は
䣍
乗
合
自
動
車
と
の
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
䣍
次
第
に
経
営
が
悪
化
し
て
い
き
ま
し

た
䣎
ガ
ソ
リ
ン
客
車
の
導
入
に
よ
䣬
て
利
便
性
の
向
上
に
努
め
た
も
の
の
䣍
昭
和
八
年
䥹
一
九
三
三
䥺
六
月
一
日
䣍

備
後
十
日
市
䥹
現
三
次
䥺
䦅
備
後
庄
原
間
の
庄
原
線
が
国
鉄
に
買
収
さ
れ
䣍
国
鉄
庄
原
線
と
な
り
ま
し
た
䣎 

 

そ
の
後
国
鉄
は
䣍
備
後
庄
原
か
ら
先
へ
延
伸
工
事
を
行
い
䣍
昭
和
九
年
䥹
一
九
三
四
䥺
三
月
十
五
日
に
は
備
後

西
城
ま
で
䣍
翌
十
年
䥹
一
九
三
五
䥺
十
二
月
二
十
日
に
は
備
後
落
合
ま
で
延
伸
開
業
し
ま
し
た
䣎 

 

一
方
䣍
東
城
か
ら
先
へ
は
䣍
昭
和
十
年
䥹
一
九
三
五
䥺
六
月
十
五
日
に
小
奴
可
ま
で
延
伸
開
業
し
䣍
最
後
に
残

䣬
た
小
奴
可
䦅
備
後
落
合
間
が
昭
和
十
一
年
䥹
一
九
三
六
䥺
十
月
十
日
に
開
業
し
䣍
広
島
䦅
備
中
神
代
間
一
五
九
・

一
㎞
の
現
在
の
芸
備
線
の
全
路
線
が
完
成
し
ま
し
た
䣎 

 

昭
和
十
二
年
䥹
一
九
三
七
䥺
七
月
一
日
䣍
芸
備
鉄
道
の
広
島
䦅
備
後
十
日
市
間
を
国
鉄
が
買
収
し
䣍
国
鉄
芸
備

線
と
な
り
ま
し
た
䣎 

芸備鉄道株式会社の営業報告書 

200407-4086～4090 

 左は昭和11 年（1936）の「第51 回営業報告書」。

同年12月13日の臨時株主総会において、広島～備後

十日市（現三次）の政府買収について、鉄道省から示

された協定書案を承認したことが記されている。 

三神線の終着駅として開通した当時の東城停車場全景 

昭和5 年11 月25 日『三新線矢神・東城間開通記念絵葉書』 

 200407-5507 備後西城駅付近から比婆山方面を望む 

昭和10年12月20日『三新線備後西城・備

後落合間鉄道開通記念絵葉書』 

200407-5505 

比婆山～備後落合間 烏帽子橋梁付近 

昭和10年12月20日『三新線備後西城・備後

落合間鉄道開通記念絵葉書』 

200407-5505 

備後落合停車場 

昭和12 年12 月『木次線全通記念絵葉書』    200407-3342 

 昭和12年（1937）12月12日に木次線が開通した際の記念

絵葉書の写真。跨線橋が見えるが、戦時中の金属供出で撤去

されたと言われており、今は無い。 

完成したばかりの第一小鳥原川橋梁        

昭和 11 年 10 月 10 日『三新線全通記念

絵葉書』  200407-5504 

備後落合～道後山間 土居橋梁付近         

昭和 11 年 10 月 10 日『三新線全通記念

絵葉書』  200407-5504 

備中神代駅の芸備線0 キロ起点標 

平成元年8 月14 日  200407-2976 

備後庄原駅  昭和38 年11 月1 日   200407-5550 

 備後庄原駅は、三次から延伸した芸備鉄道の終点

駅として、大正12年（1923）12月8日に開業した。

現在の駅舎は当時のものを改修し、レトロな雰囲気

にリニューアルしている。 

は
く
び 

や 

が
み 

お 

ぬ 

か 

ひばやま え ぼ し 

ひととばら きすき 

こせんきょう 

びんごおちあい    どうごやま 
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沿
線
地
域
の
産
業 

開業時の備後八幡駅付近 

『三新線東城・小奴可間鉄道開通記念絵葉書』   

昭和10 年6 月15 日       200407-5506 

 手前が帝国製鉄株式会社の竹森工場。左側に小さく

備後八幡駅と線路が見える。 

「鉄穴鑑札」（小奴可村） 

 弘化3 年9 月  201107-1101 

 広島藩の奴可・三上郡役所が発

給した鉄穴（砂鉄の採取場）の稼

行権を認める鑑札。 

鉄穴流しの様子   『日本山海名物図会』 鉄山の絵 

国立国会図書館デジタルコレクション 

 鉄穴流しでは、花崗岩の風化した山の崖から砂鉄ま

じりの土砂を掘り崩し、「走り」という水流に流して「下

場」（「洗場」「本場」ともいう）へ送った。下場に堆積

させた土砂は「大池」へ送り、柄振でかきまぜながら

軽い土砂を浮かせて流し、重く沈殿した砂鉄分を「中

池」「乙池」「樋（船場）」へと送り、同じ作業を繰り返

すと、純度の高い砂鉄が採取できた。 

（上）備後八幡にて 急行「たいしゃく 1 号」広島発岡山行きの通過  

昭和43 年12 月28 日 （200407-5550） 

 現在は廃止された上りホームに入線・通過する。右端は貨物側線。 

（右）帝国製鉄の工場と備後八幡駅を結んだトロッコ専用線の鉄橋跡 

平成17 年10 月30 日  200407-5550 

 かつて、備後八幡駅と帝国製鉄工場との間をトロッコ線が結んで

おり、原料の砂鉄や木材などを芸備線の貨物列車が運んでいた。 

 

中
国
山
地
を
走
る
芸
備
線
の
備
北
の
沿
線
は
䣍
古
く
か
ら
䣍
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域
で
し

た
䣎
原
料
と
な
る
砂
鉄
を
採
取
す
る
た
め
䣍
山
砂
を
掘
り
崩
し
て
水
路
へ
流
し
䣍
純
度
の
高
い
砂
鉄
を
採
る

䣓
鉄
穴
流
し
䣔
が
各
村
で
行
わ
れ
ま
し
た
䣎
沿
線
に
は
䣍
鉄
穴
流
し
に
よ
䣬
て
山
肌
が
掘
り
崩
さ
れ
て
残
䣬

た
䣓
鉄
穴
残
丘
䣔
や
䣍
大
正
期
に
製
鉄
工
場
へ
砂
鉄
を
運
ん
だ
ト
ロ
䣹
コ
の
遺
構
が
残
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

こ
の
地
域
の
農
家
に
と
䣬
て
䣍
た
た
ら
製
鉄
や
牛
馬
に
よ
る
資
材
運
搬
の
駄
賃
稼
ぎ
は
農
閑
期
の
重
要
な

収
入
源
で
し
た
が
䣍
近
代
に
な
䣬
て
た
た
ら
製
鉄
が
斜
陽
化
す
る
と
䣍
役
牛
に
加
え
て
肉
牛
の
飼
育
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
䣍
牧
畜
が
発
達
し
て
い
き
ま
し
た
䣎 

 

鉄
道
が
開
通
す
る
と
䣍
鉱
物
や
林
産
資
源
の
輸
送
を
貨
物
列
車
が
担
う
よ
う
に
な
り
䣍
か
つ
て
は
䣍
芸
備

線
を
含
む
山
岳
路
線
を
貨
物
列
車
が
盛
ん
に
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
䣎 

小奴可～道後山間にて 鉄穴残丘の雪原を走る貨物列車                  

昭和43 年1 月15 日  200407-5550 

 鉄穴流しで砂鉄を採取するために山を掘り崩した跡が、

残丘となって点在する。かつて、この地域特有の自然地形

と誤解され、「小奴可地形」と呼ばれたこともあった。 

 

明
治
以
降
䣍
鉄
鉱
石
を
用
い
た
洋
式
製
鉄
に
押
さ
れ
䣍
砂
鉄
を
用
い
た
た
た
ら
製
鉄

は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
䣎
し
か
し
大
正
三
年
䥹
一
九
一
四
䥺䣍
第
一
次
大
戦
の
勃
発
に

伴
䣬
て
銑
鉄
需
要
が
再
び
高
ま
る
と
䣍
中
国
製
鉄
䥹
の
ち
帝
国
製
鉄
䥺
が
中
国
地
方
各

地
に
工
場
を
開
設
し
䣍
備
後
八
幡
駅
の
川
向
こ
う
に
も
竹
森
工
場
を
開
設
し
て
製
鉄
を

行
い
ま
し
た
䣎
駅
に
は
䣍
大
量
の
砂
鉄
が
積
み
上
げ
ら
れ
䣍
無
人
の
ト
ロ
䣹
コ
が
東
城

川
を
渡
り
䣍
工
場
へ
と
砂
鉄
を
運
ん
で
い
ま
し
た
䣎
原
料
と
製
品
は
貨
物
列
車
で
輸
送

し
て
い
た
た
め
䣍
駅
は
活
況
を
呈
し
ま
し
た
が
䣍
昭
和
四
十
年
䥹
一
九
六
五
䥺
に
工
場

は
廃
業
䣍
駅
の
貨
物
取
り
扱
い
も
四
十
七
年
䥹
一
九
七
二
䥺
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
䣎 

「郡辻芸藩通志控」（「国郡志御用ニ付郡辻書出帳」） 

文政8 年4 月 200907-1 

 「芸藩通志控」は、広島藩の「芸藩通志」編纂のために村々

が提出した「国郡志御用ニ付下調書出帳」を、編纂終了後に奴

可郡の郡御用掛りが下調帳の改訂版として集成したもの。 

 奴可郡では、農業のかたわら、砂鉄の採取や燃料の炭焼、牛

馬による駄賃稼ぎを行っていたことが記されている。 

 また、10 月には、製鉄関係者の職業神である金屋子神を祀

る「金屋子神祭り」が村々で行われ、11 月 8 日には鍛冶屋師

吹子祀り、12 月朔日には「膝塗」と称し、おはぎを作って膝

の廻りを塗るしぐさをして食べることで、鉄山などで働く労働

者の健脚を祈念する行事が行われたと記している。 

か
ん
な か

ん
な
ざ
ん
き
䣮
う 

ぐんつじ げいはんつうし ひかえ  こく ぐん し ご よう につき ぐんつじ かきだしちょう 

ぬ 

か ぐん ぐん ごよう かか 

したしらべかきだしちょう 

かな や ご かみ   まつ 

ふいご ひざぬり 

びんごやわた 

せ
ん
て
つ 

えぶり おおいけ 

なか 

いけ   おといけ   ひ 

した 

ば     あらば    ほんば 
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比婆山～備後落合間にて 上り貨物列車 

昭和37 年8 月18 日  200407-2976 

備後落合駅に到着した貨物列車 

昭和37 年3 月11 日 200407-2976 

雪の道後山～備後落合間を走る貨物列車 

 昭和43 年1 月15 日 200407-5550 

備後落合～道後山間を行く貨物列車 

 昭和37 年3 月11 日  200407-2976 

 木材などを積んだ貨物車輛の後ろにスト

ーブ客車（オハ31189）を連結している。 

備後西城駅 

昭和29 年12 月31 日 200407-2976 

 備後西城駅ホームの周囲には、輸送を待つ大量の貨

物と、木材を積んだ貨車が停車しているのが見える。

同駅の主要な貨物は木材・木炭・石灰石などであった。 

七塚原牧場   昭和22 年     200526-4 

戦後の広島で初めて発刊された写真集『LIVING 

HIROSHIMA』に掲載された七塚原牧場の写真原稿。 

 明治33年（1900）に、畜産振興の基地として

日本で初めての国立種牛牧場として開設された。

当初は乳牛の導入が盛んだったが、黒毛和種の品

種改良研究も行われるようになった。 

道後山の放牧場  200011-590 

 明治期から昭和 30 年代頃ま

で、道後山では牛の放牧が行わ

れていた。 

『芸藩通志』にみる奴可郡村々の牛馬所持状況  文政8 年（1825）頃 

 芸備線が走る山間地域の多くは、江戸時代には奴可郡に属してい

た。この地域の村々は、かつて各戸に1～2匹の牛馬を所持し、多い

村では3匹以上所持していた。牛馬は農耕のほか、製鉄に関わる砂

鉄や木炭などの資材運搬でも働き、農家の駄賃稼ぎに寄与した。 

町村名 家数（戸） 人口（人） 牛（匹） 馬（匹）
牛馬数
合計

1戸当たり
牛馬数

入江村 41 193 92 14 106 2.6
同村別所 11 60 32 0 32 2.9
同村田鋤 26 116 39 20 59 2.3
栗村 69 437 116 42 158 2.3
平子村 68 361 163 33 196 2.9
中迫村 31 148 53 14 67 2.2
中野村 113 494 230 25 255 2.3
小鳥原村 62 293 96 49 145 2.3
油木村 44 217 69 68 137 3.1
田殿村 24 98 37 15 52 2.2
川鳥村 93 367 148 62 210 2.3
上千鳥村 39 125 47 57 104 2.7
小串村 35 152 84 29 113 3.2
久代村 167 649 379 11 390 2.3
宇山村 76 269 169 53 222 2.9
〈参考〉
西城町 183 773 20 15 35 0.2
東城町 328 1081 7 11 18 0.1
小奴可村 194 656 65 135 200 1.0

奴可郡全体 3418 13456 3827 1433 5154 1.5

七塚駅 平成9 年10 月25 日  200407-5550 

 国営備北丘陵公園の最寄り駅。平成10年（1998）

4 月に、当時の皇太子（今上天皇）御夫妻が備北

丘陵公園を御訪問の際、当駅を利用された。 

ななつかはら 

ななつか 
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山
岳
地
帯
と
渓
流
沿
い
を
走
る 

ストーブ客車（オハ 31189）車内  

昭和37 年3 月11 日   200407-2676 

猫山のある道後山駅方面（後方）へ向けて走る 急行「たいしゃく」 

広島発岡山行き  昭和43 年8 月11 日       200407-5550 

 道後山～備後落合間は、山岳地を大きく北へ迂回しながら走る。 

 

耳木谷山（988.5m）を背景に小奴可盆地を

走る 津山発三次行き普通列車 

昭和43 年3 月24 日  200407-5575 

備後落合～道後山間にて  キハ 11 

 昭和43 年1 月2 日   200407-2976 

道後山～小奴可間にて C58 形蒸気機関車が牽引する津山発

三次行き普通列車  昭和43 年3 月24 日     200407-5550 

 機関車の背後に、備北地方に特徴的な「はふ（破風）」（煙

抜きの小さな屋根）を持つ家が見える。 

芸備線 備後十日市（現三次）～新見間の地形 

鉄道省『三新線建設概要』 昭和11 年10 月  200407-3357 

 芸備線は備後庄原を過ぎて北へ行くと、徐々に標高が高くなり、徐行区間

が増える。備後熊野（現比婆山）を出ると、4kmの間に100mの高さを登り、

標高452ｍの備後落合駅に着く。備後落合を出ると、8kmの間をさらに160ｍ

登り、標高611ｍの道後山駅に着く。現在のJR西日本管内の駅で最も標高が

高いのは木次線の三井野原駅（726ｍ）であり、道後山駅は2番目に高い。 

 

芸
備
線
の
備
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方
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走
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路
線
は
䣍
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し
ま
す
䣎 

 

東
城
か
ら
備
後
落
合
方
面
へ
行
く
列
車
は
䣍
内
名
駅
を
出
た
あ
と
䣍
東
城
川
を
五
回
渡
り
な
が
ら

渓
谷
を
通
り
䣍
や
が
て
広
々
と
し
た
盆
地
に
出
て
小
奴
可
駅
に
着
き
ま
す
䣎
正
面
に
は
猫
山
䥹
一
一

九
五
・
五
ｍ
䥺䣍
左
に
は
白
滝
山
䥹
一
〇
五
三
ｍ
䥺䣍
後
方
に
は
多
飯
䣿
辻
山
䥹
一
〇
四
〇
ｍ
䥺
と
い

䣬
た
一
〇
〇
〇
ｍ
級
の
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎 

 

小
奴
可
駅
を
出
て
䣍
猫
山
を
横
に
見
な
が
ら
登
䣬
た
列
車
は
䣍
芸
備
線
の
最
高
地
点
䣍
道
後
山
駅

に
着
き
ま
す
䣎
列
車
の
背
後
䥹
小
奴
可
方
面
䥺
に
は
䣍
白
滝
山
の
三
角
形
の
稜
線
が
そ
び
え
て
い
ま

す
䣎
急
行
列
車
が
行
き
交
䣬
た
昭
和
三
・
四
十
年
代
に
は
䣍
道
後
山
駅
や
備
後
落
合
駅
は
䣍
冬
の
ス

キ
䤀
客
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
䣎 

備後落合～道後山間  第一小鳥原川橋梁にて （C58 牽引） 

昭和42 年1 月3 日   200407-2976 

 昭和 11 年（1936）に完成した中国地方一、JR 西日本管内では第2

位の高さを誇る鉄道橋。全長146.2ｋｍ、高さ30m。8本の橋脚が立ち、

小鳥原川と国道183号をまたいで大きくカーブしている。JR西日本管

内で最も高い鉄道橋は、兵庫県の餘部橋梁で、高さ41.45m。 

小奴可駅  昭和43 年1 月15 日 

 200407-5550 

 昭和 10 年（1935）開業時の駅舎

が現在も残る。民営化後は簡易委託

駅となり、駅舎の半分は地元タクシ

ー会社が使用している。 

みみぎだに 

う
ち 

な 

ね
こ
や
ま 

お
お 

い 

が 

つ
じ 

し
ら
た
き 

み い の はら 
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駅弁の掛紙                    200407-600・604・605 

 かつて広島県内には、駅弁を売る会社が 7 社あった。このうち、

広島駅弁当（広島市）・浜吉（三原市）・あなごめしうえの（廿日市

市）は、いずれも明治期に創業し、現在も営業する。 

三次市の割烹旅館環翠楼支店は、昭和12年（1937）9月1日以降、

芸備線で唯一、備後十日市駅（現三次駅）で駅弁の立ち売りを行っ

てきたが、平成3年（1991）9月30日、駅弁販売から撤退した。 

備後落合駅にあった備後蒸気機関車の機関区 

昭和42 年8 月12 日     200407-2976 

 備後落合駅は、芸備線と木次線が分岐するターミナル駅

だった。奥が機関庫、左側に石炭の給炭台の屋根が見える。

昭和40年代前半まで、ひなびた山間の狭い敷地内に、常に

複数の蒸気機関車が待機していた。 

備後落合駅ホームの売店                         

昭和42 年8 月12 日 

  200407-5550 

 新見発広島行きが停車するホ

ーム。かつてはホームの奥に「環

翠楼」が経営する売店があり、お

でん入りのうどん・そばが名物だ

った。 

高尾原スキー場（右） 

昭和42 年1 月3 日  200407-5550 

 写真手前が道後山駅。スキー場は「た

かおばら」と称していたが、正式地名

は「こうお」。現在はスキー場も閉鎖さ

れ、手前の休憩所も解体されている。 

県北の人口減少と芸備線ダイヤの変貌 

『時刻表』№552 昭和47 年2 月（日本交通公社） 200407-450 

 芸備線の県北路線が通る現庄原市域の人口は、戦後の昭和25年（1950）

には9万人余だったが、昭和50年（1975）には約5万6000人に減少し、

さらに50年後の令和7年（2025）には3万500人にまで減少した。 

 芸備線の中でもとくに過疎路線として深刻な備後落合～東城間は、芸備

線が全通した昭和11年（1936）以来、上下8本ずつの列車が運行していた。

準急や急行が運行されるようになると本数が増え、昭和47年（1972）1月

改訂の時刻表では、急行2～3 本を含む上下11 本ずつに増加している。し

かし、人口減少と道路交通事情の変化とともにダイヤが削減され、現在こ

の区間では、上下わずか3本ずつしか走らない不便な路線となっている。 

乗降客でにぎわう備後落合駅  昭和42 年1 月2 日   200407-5550 

 右は津山発姫新線経由広島行。左の気動車は、広島発新見行。  

備後落合駅は、芸備線と木次線の接続駅であり、機関車の付替え作

業などを行うため、駐泊所を有するターミナル駅であった。かつて

は道後山登山や三井野原スキー場などへ行く乗客たちで賑わった。 

道後山駅にて 発車前の新見発 

広島行き（左）   昭和42 年1 月3 日 

  200407-5550 

 道後山駅は、かつてはスキー客で賑

わい、急行も停車していた。列車が停

まっているホームは、現在は廃止され

ており、線路も撤去されている。 

「落合」の地名   「八鳥芸藩通志控」（左）/ 「小鳥原芸藩通志控」（右） 

             文政8 年（1825）    200907-28 / 200907-8 

 江戸時代に奴可郡の郡御用掛りがまとめた「芸藩通志控」による

と、備後落合駅の駅名になっている「落合」は、奴可郡小鳥原村の

小字名であったことが分かる。この地は西城川と小鳥原川が合流す

る地点にあたり、芸備線と木次線の開通によって、鉄道が合流する

（〝落ち合う″）場所となった。 
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芸
備
線
を
走
⌣
た
車
輛 

 

 

芸
備
線
を
走
る
列
車
は
䣍
昭
和
戦
前
か
ら
戦
後
の
二
十
年
代
に
か
け
て
は
蒸
気
機
関
車
全
盛
の
時
代
で
䣍

昭
和
十
二
年
䥹
一
九
三
七
䥺
七
月
の
全
線
国
有
化
後
は
䣍
Ｃ
五
六
テ
ン
ダ
䤀
車
䥹
機
関
車
に
炭
水
車
を
連
結

す
る
タ
イ
プ
䥺
や
八
六
二
〇
形
䣍
Ｃ
五
八
が
活
躍
し
ま
し
た
䣎 

 

昭
和
二
十
八
年
䥹
一
九
五
三
䥺
に
広
島
䦅
米
子
間
に
臨
時
快
速
䣓
ち
ど
り
䣔
が
登
場
し
て
以
降
䣍
昭
和
三

十
年
代
に
は
䣍
気
動
車
の
導
入
と
と
も
に
䣍䣓
し
ら
ぎ
り
䣔䣓
た
い
し
䣭
く
䣔䣓
い
な
ば
䣔
な
ど
の
準
急
が
登
場
䣎

昭
和
四
十
一
年
䥹
一
九
六
六
䥺
に
は
急
行
へ
格
上
げ
さ
れ
䣍
芸
備
線
は
䣍
陰
陽
連
絡
の
優
等
列
車
全
盛
の
時

代
を
迎
え
ま
し
た
䣎
昭
和
四
十
六
年
䥹
一
九
七
一
䥺
に
は
䣍
完
全
無
煙
化
に
よ
り
蒸
気
機
関
車
が
姿
を
消
し
䣍

代
わ
䣬
て
䣍
デ
䣵
䤀
ゼ
ル
機
関
車
が
牽
引
す
る
客
車
列
車
の
ほ
か
䣍
昭
和
四
十
年
代
に
は
急
行
用
気
動
車
五

八
系
䣍
さ
ら
に
昭
和
五
十
年
代
に
は
䣍
現
在
も
主
力
と
し
て
活
躍
す
る
四
〇
系
気
動
車
が
登
場
し
ま
し
た
䣎 

C58 形テンダー機関車 

比婆山～備後落合間にて  SL 最終日 

昭和46 年3 月23 日  200407-3357 

 昭和 13 年（1938）から製造された機関

車。昭和22 年（1947）までに427 両が製

造され、芸備線でも、昭和46年（1971）3

月に全線が無煙化されるまで活躍した。 

10 系気動車 

三次機関区にて 

昭和36 年8 月16 日  200407-5550 

 初期型気動車として昭和28年（1953）から

32年（1957）にかけて製造された。 

20 系気動車  〈キハ 20・25〉 

芸備線管理所にて 

昭和43 年3 月23 日  200407-5550 

 10系気動車は接客設備が簡素で居住

性が良くなかったため、昭和32年に、

シート間隔を広げてモケット張りにし

た20系が登場した。芸備線では、昭和

30～50年代に主力車両として活躍し、準

急「たいしゃく」などにも使用された。 

45 系気動車  〈キハ 23・45〉 

小奴可～道後山間にて 

平成4 年4 月25 日  200407-5550 

 昭和41年（1966）に20系に代わる気動車

として登場。両運転台のキハ23と片運転台の

キハ45があった。 

55 系気動車  〈キハ 55・26〉 

比婆山～備後落合間にて 

昭和42 年8 月13 日  200407-2976 

 昭和31年（1956）に準急列車用として登

場した気動車。車体色はクリーム色に朱帯

の準急カラー。急行形の58系が登場して以

降も、昭和50年代まで急行の増結車両とし

て活躍した。 

備後落合にて  急行ちどり 

 平成4 年5 月9 日   200407-5550 

58 系気動車  〈キハ 58・28〉 

備後西城～平子間にて     昭和62 年8 月9 日   200407-5550 

 55系に代わる優等列車用気動車として、昭和36年（1961）に登場。急行形として親し

まれてきた。車体色は、当初クリーム色に朱帯であったが、その後何度か塗り替えられた。 

キハ 52 形 

三次駅にて  平成8年3月8日    200407-5550 

 52形は大糸線で使用されていたが、平成7年

（1995）7月の集中豪雨で一部区間が長期運休と

なったため、芸備線で新型車両を導入するまでの

繋ぎとして、一時期走っていた。 

50 系客車  〈オハ 50〉 

三次駅にて  昭和62 年8 月9 日  200407-5550 

 赤い車体塗装から「レッドトレイン」の愛称で親

しまれた客車車両。昭和52年（1977）に旧型客車の

老朽化対策として導入された。製造コストが格段に

安く、地方の通勤・通学用車両として長編成で使用

されていた。 

備後落合にて  急行ちどり（備後庄原まで） 

 平成13 年12 月31 日     200407-5550 
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狩留家にて  平成17年6月28日     200407-5550 

道後山～備後落合間にて （キハ 40） 

平成4 年4 月25 日   200407-5550 

奥出雲おろち号と 12 系客車 

白木山～狩留家間にて 

平成17 年11 月27 日  200407-5550 

奥出雲おろち号は、木次線の利用促進

を図るため、平成10年（1998）から運行

を始めたトロッコ観光列車で、令和5年

（2023）11月に運行終了した。 

平成17年（2005）11月には広島駅まで

乗り入れたことがあった。三次～広島間

は定期列車の時刻に運行したため、12 系

客車を定期列車の代替として連結した。 

急行ネコヤマスノーエキスプレス  

志和地～上川立間にて 

平成8 年2 月12 日  200407-5550 

 庄原市の猫山スキー場へのアクセス

のため運行されていた臨時スキー列

車。車両は、ＪＲ西日本が昭和 63 年

（1988）から平成15年（2003）まで保

有していたリゾートサルーンフェスタ

号（キハ58の改造車）を使用。 

快速 お座敷ファミリー備北号 

備後三日市～七塚間にて 

平成13 年10 月28 日  200407-5550 

ＪＲ西日本が平成19年（2007）まで

保有していた和式客車「旅路」を使

用して運行された快速列車。 

 

こ
の
展
示
で
は
䣍
主
に
鉄
道
史
家
・
長
船
友
則
氏

が
収
集
し
た
鉄
道
関
係
資
料
䥹
広
島
県
立
文
書
館
所

蔵
䥺
を
紹
介
し
て
い
ま
す
䣎 

 

長
船
友
則
氏
は
䣍
中
国
地
方
を
エ
リ
ア
に
長
年
に

わ
た
䣬
て
鉄
道
史
研
究
を
続
け
䣍
数
多
く
の
著
作
を

公
刊
さ
れ
て
き
ま
し
た
䣎 

 

長
船
氏
が
収
集
し
た
鉄
道
資
料
の
コ
レ
ク
シ
䣼

ン
は
䣍
総
数
六
〇
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〇
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上
䣍
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䣴
イ
ル
の
内
訳
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数
え
る
と
一
万
点
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超
え
る
も
の
と
思
わ
れ
䣍
時

刻
表
・
切
符
・
写
真
・
絵
葉
書
・
各
種
案
内
書
・
チ

ラ
シ
類
の
ほ
か
䣍
線
路
図
・
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両
図
面
や
䣍
現
在
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は
入
手
困
難
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古
書
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類
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ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
䣎
写
真
は
ご
自
身
が
撮
影
し
た
鉄
道
写
真
が
大
量

に
あ
り
䣍
日
付
・
場
所
・
被
写
体
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全
て
記
録
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て
お
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䣍
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に
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重
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長
船
氏
は
䣍
ご
自
身
が
収
集
し
た
資
料
を
多
く
の

人
に
広
く
活
用
し
て
ほ
し
い
と
䣍
広
島
県
立
文
書
館

へ
資
料
を
託
さ
れ
ま
し
た
䣎
そ
の
ご
要
望
に
沿
う
べ

く
䣍
当
館
で
は
䣍
目
録
を
公
開
し
䣍
ま
た
展
示
で
も
䣍

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
資
料
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
䣎 

 

芸
備
線
の
歴
史
と
将
来
を
考
え
る
う
え
で
も
䣍
今

後
多
く
の
利
用
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
䣎 

長船友則氏 

備後落合～新見間のストーブ列車にて 

昭和37 年3 月11 日  200407-3357  

「長船友則氏収集資料」の鉄道資料ファイル類 

（広島県立文書館書庫） 

長船友則氏の主な著作 

 

『中国地方鉄道史散策№1 広島で初めて走った軽便汽車』 

 （1989、編集発行 長船友則） 

『中国地方鉄道史散策№2 岩井軌道の軌跡』（1993、同上） 

『芸備線米寿の軌跡』（2004、菁文社〈執筆・編集協力〉） 

『広電が走る街 今昔』（2005、JTBパブリッシング） 

『山陽鉄道物語』（2008、同上） 

  ※鉄道友の会2009年「島秀雄記念優秀著作賞」（単行本部門）受賞 

『呉市電の軌跡』（2009、RM LIBRARY123、(株)ﾈｺ･ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ） 

『宇品線92年の軌跡』（2012、RM LIBRARY155、同上） 

『可部線 波乱の軌跡』（2017、RM LIBRARY211、同上） 

『三江線88年の軌跡』（2018、RM LIBRARY222、同上） 

『原爆被爆前後 広島市内電車運転の推移』（2015、あき書房） 

40 系気動車  

 昭和52年に登場した一般

形気動車。両運転台のキハ40

と片運転台のキハ47がある。 

 現在も広島～三次間の主

力車両として活躍している。 

120 系気動車 

備後落合にて        平成15 年10 月18 日    200407-5550 

 非電化ローカル線用の次世代気動車として製造された車両。ス

テンレス製で軽量・コンパクト、ワンマン運転対応となっている。 

 平成7年（1995）から芸備線に導入され、現在、三次以東は全

て120系に置き換えられている。 
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大正 4 .  4 .28 芸備鉄道 東広島（初代）—志和地間開業。 

     6 .  1 三次（現西三次）まで延伸開業。 

大正 9 .  7 .15 広島—東広島間が貨物線として開業。国鉄広島駅に乗り入れ開始。 

大正 11. 6. 7 塩町まで延伸開業。 

大正 12.12. 8 備後庄原まで延伸開業。 

大正 15. 1.21 広島—東広島間の旅客営業開始。 

東広島駅は貨物駅（現広島貨物ターミナル駅）となる。 

昭和 ４. ３.20 ガソリン客車導入。 

昭和 5.  1.  1 備後十日市（現三次）駅開業。  

2. 1 国鉄三神線、備中神代－矢神間開業。11.25 東城まで延伸開業。 

昭和 8.  6.  1 備後十日市－備後庄原間が国有化され、国鉄庄原線となる。 

昭和 ９. ３.15 国鉄庄原線備後庄原－備後西城間開業。 

昭和 10. ６.15 国鉄三神線東城－小奴可間開業。 

昭和 10.12.20 庄原線、備後落合まで延伸開業。 

昭和 11.10.10 国鉄三神線が備後落合まで延伸開業、庄原線を編入。 

昭和 12.  7. 1 芸備鉄道広島—備後十日市間を国有化、三神線と合わせて芸備線に改称。 

昭和 28.10.31 快速「ちどり」運転開始。 

昭和 29.12.10 備後十日市駅が三次駅に改称。 

昭和 34. 4.20 快速「ちどり」が準急に格上げ。 

昭和 37. 3.15 準急「たいしゃく」「しらぎり」が運転開始。 

昭和 41. 3. 5 準急「ちどり」「たいしゃく」「しらぎり」が急行に格上げ。 

昭和 60. 3.15 急行「みよし」運転開始。 

昭和 61.11. 1 東広島（現広島貨物ターミナル駅）—備中神代間の貨物営業廃止。 

昭和 62. 4. 1 国鉄分割民営化。 

平成 3 .  4 .  1 新見－三次間でワンマン運転開始。 11. 1 広島—三次間でワンマン運転開始。 

平成 13. 3. 3 新見－備後落合間で休日第1 日曜運休列車が導入され、土曜運転の列車が廃止。 

平成 14. 3.22 急行「ちどり」「たいしゃく」が急行「みよし」に統合。  

3.23 備後落合－三次間で減便、第1 日曜運休列車を導入。 

平成 15.10. 1 快速「みよしライナー」運転開始。既存の快速は「通勤ライナー」に変更。 

平成 19. 7. 1 急行「みよし」と快速「通勤ライナー」廃止、快速「みよしライナー」に統合。 
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